
11,678 -5 24,105 -92

1,261 6 2,330 -8

360,653 469 775,457 -1,682

2005年に閉校した「下阿多古中学校」は、浜松市中央区の株式会社ランドデザインによってリノベーション

（大規模な工事で現代のライフスタイルに合わせて機能やデザインを刷新し、性能や価値をプラスする改修）

され、キャンプ、宿泊、マルシェなど体験型施設として、今注目を集めています。

から、「ここに来るとホッとします。」と言われてとても嬉し

かったため、誰でも気軽に立ち寄って頂ける雰囲気づ

くりに努め継続しているそうです。

atago feels （あたごフィールズ） を訪問しました

あたごフィールズでモルック大会 開催！

ランドデザイン代表取締役の河野陽一さん にお聞きしました。

夏は川遊びでにぎわい、10月頃からはキャンプ

の予約も入り、日帰り客だけでなく、宿泊客の利用

も多いそうです。また、広い運動場で「運動会」を

行った団体客があり、新たな施設利用の1つとして

考えているそうです。

心がけていることは、スタッフが笑顔で働ける場

所にすることだそうです。ここに来るお客様が笑顔

になるためには、スタッフが笑顔で対応することが

重要です。そのために働く環境を見直し、常にコミ

ニュケーションを図って改善を進め、より良い施設

運営を考えているそうです。

スタッフの太田亜希子さん は以前、お客様

4月19日（日）開催の下阿多古体育振興会主催

のモルック大会には、12チームが出場しました。

50点をオーバーして何回も25点に戻ってしまった

り、チーム3人が続けて得点できず、あっさりと失

格になったりした半面、ナイスプレイも続出し、大変

盛り上がる楽しい大会でした。

モルックとは、フィンランド

発祥のスポーツで、3～4ｍ離れ

た場所から、モルック棒を下手

投げし、スキットルと呼ばれる

木製のピンを倒します。倒れた

スキットルの本数や書かれてい

る数字が得点になり、先に

50点ぴったりにしたチームが勝

利します。また、50点をオー

バーしてしまった場合は25点
から再スタートです。

結果は次の通りです。

1位 青谷ブルーバレイ 2位 ファルコンズ

3位 吉林3姉妹 4位 ヤングチーム

構内も見学させていただきました。

教室一部屋を丸ごと客室にした「わいわいルーム」は、

当時の黒板があり、教室の雰囲気を残した空間になって

いました。また、「本のへや」と名前を変えた図書室は

絵本や児童書が揃えられ、天窓の優しい光の下、ゆっく

りと過ごせそうでした。

皆さんも是非一度立ち寄ってみてはいかがですか。

竹細工等地場産品の

マーケットコーナー

南側の玄関

恐竜がいる＜本のへや＞
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【日 時】 令和8年6月8日（月）9:00～11:00
【会 場】 下阿多古ふれあいセンター きずな館

【講 師】 松本 和子氏

【持ち物】 上靴、飲み物、汗拭きタオル

【定 員】 30名
【受講料】 無料

【締 切】 令和8年5月29日（金）

【申込先】 下阿多古ふれあいセンター

レッツ！レクダンス講座

～富士山静岡交響楽団メン

バーによる弦楽四重奏～

会場：龍山森林文化会館

入場無料

※入場整理券が必要です。

定員230名先着順

問合せ：龍山森林文化会館

968-0331
LoGoフォームから

の申込ができます。

富士山静岡交響楽団

6/7（日）14:00～

4月5日（日）、両島（栩久保）で栩久保稲荷様のまつりが

ありました。このまつりには、こんな昔話の由来があります。

栩久保稲荷様のまつり
令和8年度生きがい作り教室

龍山ふれあいコンサート

栩久保では、今でも

毎年4月に地域の人

が当番で祠を掃除し、

神職にお祓いをして

いただき、栩久保の

平和を願うおまつりを

続けています。

夜ごと村の鶏や卵を盗ったり、作物を荒らしていた狐を退治

した後、何者かが庄屋の家をたたいて回ったり、床板をむくむ

くと持ち上げたりするようになった。庄屋は気味悪がって祈祷

師に拝んでもらうと、先日殺した狐の妻が現れ、「私は身ごもっ

ていますが、夫がいなくなっては子供を育てることができませ

ん。どうか夫をまつりこんで、7日間、粥を供え、毎年おまつり

をしてください。そうすれば、この村に幸せが訪れるようにいた

しましょう。」といって消えた。村人が、牝狐の願い通りにしたと

ころ、いたずらは無くなり、村には平和が続くようになった。

※令和8年2か月の実績

家庭から出る燃えるごみは、「生ごみ」と「紙類」

が半分以上を占めており、皆様にもごみ減量のた

め、資源物を分けて出していただくようお願いして

います。

下阿多古ふれあいセンターでは、「使用済てん

ぷら油」と「雑がみ」を集めています。

これからもごみ減量の取組にご協

力をお願いします。

皆様の取組のおかげで、左のとおり令和7

年は、家庭系ごみ排出量の目標値を下回る

ことができました。

家庭系ごみ排出量の目標・実績

＜一人1日当たりのごみの量（暦年/年度別）＞

実績値（暦年） 目標値（年度別）

Go！みんなで404チャレンジ

参照：むかしばなし天竜

R7撮影

☏ 926-3141


